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年度末を迎えて 
  

  ２月始めに雪遊びをしたのが噓のように、晴れた日は「暑さ」を感じる日も増えて

きました。 

 学校の花壇では、パンジーが色づき始め、通勤路沿いの木々も、少しずつ花を咲か

せ始めてきています。桜を代表とする春本番まで、あと少しとなってきたようです。

最後の授業参観等もありがとうございました。小学校では、欠席もかなり少なくな

ってきました。これからも児童の体調管理等、よろしくお願いします。 

 さて、本年度の活動も残すところわずかとなって、私自身も様々な会合の本年度の締め括りに出席する

ことがあります。その中で、先日は「宮川の子どもを育てる会」の本年度第４回目の会議に出席しました。

これまでの勤務校には、本校のように団体として子どもたちの活動を支援する「育てる会」はなく、他の学

校でもあまり聞くことはありません。しかし、団体の活動を継続させるために、活

動の経験をお持ちの継承者（支援者）の減少が見込まれ、現在の活動をそのまま

継続することの困難さが話題となりました。子どもたちにとってより良い活動を

目指すとともに、支援される方々の状況を含み無理のない範囲で変更していくこ

とを見込んでおかなければならないと思っています。子どもたちにとって大変素

晴らしい環境にある宮川小学校の状況が、少しでも長く継続することを願って知

恵を絞り、協議を重ねていきたいと思っています。 

 

 

 

  先日までミラノ・コルティナオリンピックがイタリアで開かれていました。

日本人選手の活躍を始め、多くの選手の頑張りをテレビ等で見られた方も

多かったのではないでしょうか。 

 テレビにかじりついて、競技をじっくり見るということは無かったのです

が、今年の大会で特に大きく心を動かされたのは、フィギュアスケートの「り

くりゅうペア」とスキージャンプの「高梨沙羅」選手の活躍でした。「りくりゅうペア」による世界歴代最高得

点による金メダルは、前日の演技からの大逆転もあり、リアルタイムで見ていて、思わず涙がこぼれてしま

っていました。もう一組の「高梨沙羅」選手については、長年の苦労（特にＳＮＳのバッシング）と前回大会を

払拭する笑顔のメダルの様子に安堵し、こちらも涙が出てしまっていました。オリンピック出場を果たした

選手は、その競技において日本を代表する方々であり、そのための努力を長年に渡って積み上げてきた

皆さんです。「いい色のメダル」という言い方で、上位のメダル獲得を本人も周りも期待する部分があると

は思います。試合後のインタビューを見てみると、金メダルを取れたか取れないかに関わらず、選手が時

に笑顔になりながら「感謝の言葉」を伝えている様子に、努力が報われたような気がして「良かった～」と

涙が出てしまったのでした。 

 人それぞれに、取り組んでいることがあります。他の人に知られている、知られていないの違いはありま

すが、私たちもオリンピック選手のようにはいきませんが、それぞれの目標達成を目指して、あるいは目標

に近づく過程を楽しみながら、子どもたちとともに成長を続けていけたらと思っています。 
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オリンピック選手の活躍の裏で 




